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世
界
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ロ
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ル
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染
者

（98万6408）
8047万8065米国

（52万1736）
4303万8016インド

（66万1741）
3018万4286ブラジル

（14万4662）
2735万3225フランス

（15万5717）
603万5358インドネシア

（6648）
520万7594オースト

ラリア

（2万6395）
394万8869タイ

（13万2378）
2301万7079ドイツ

（2万0034）
1583万0644韓国

（1万3524）
165万5477中国

（618万5548）
5億0093万7232

※
13
日
現
在
、単
位
は
人
、感
染
者
の
多
い
５
カ
国
と
ア
ジ
ア
の
主
な
国
。

　
（　

）内
は
死
者
数
。米
ジ
ョ
ン
ズ・ホ
プ
キ
ン
ズ
大
に
よ
る
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派生株ＸＥ

若者ら共同購入 ＢＴＳも影響

【
釜
山
・
平
原
奈
央
子
】
韓
国

で
絵
画
や
彫
刻
と
い
っ
た
美
術
品

へ
の
投
資
熱
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ソ
ウ
ル
を
中
心
に
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
が
高
騰
す
る
中
、
不
動
産
投
資

に
手
が
出
な
い
若
年
世
代
が
、
美

術
作
品
を
複
数
人
で
共
同
購
入
し

て
運
用
す
る
な
ど
、
富
裕
層
だ
け

で
な
く

〜

代
に
も
顧
客
が
拡

大
し
つ
つ
あ
る
。
世
界
的
人
気
の

男
性
グ
ル
ー
プ
「
Ｂ
Ｔ
Ｓ
（
防
弾

少
年
団
）
」
の
フ
ァ
ン
ら
が
、
メ

ン
バ
ー
が
愛
好
す
る
現
代
美
術
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
購
入
し
運
用
す
る

事
例
も
目
立
つ
と
い
う
。

釜
山
で
７
〜

日
、
国
内
外
の

芸
術
作
品
を
展
示
販
売
す
る
ア
ー

ト
フ
ェ
ア
「
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｂ
Ｕ
Ｓ

Ａ
Ｎ
」
が
開
か
れ
、
約

万
人
が

来
場
し
た
。
釜
山
ギ
ャ
ラ
リ
ー
協

会
が
主
催
し
、
１
６
４
業
者
が
現

代
美
術
を
中
心
に
出
展
。
売
上
総

額
は
約
２
５
０
億
㌆（
約

億
円
）

と
昨
年
の
約
３
倍
に
達
し
、

年

前
か
ら
開
催
す
る
同
フ
ェ
ア
の
最

高
額
を
更
新
し
た
。

同
協
会
に
よ
る
と
、
首
都
ソ
ウ

ル
か
ら
の
来
場
客
が
増
加
し
て
い

る
と
い
う
。
ソ
ウ
ル
の
朴パ

ク

鎮ジ

我ナ

さ

ん

は
「
作
品
を
持
つ
こ
と
で

暮
ら
し
を
楽
し
く
し
た
い
。
今
、

ア
ー
ト
へ
の
投
資
は
最
も
安
定
感

が
あ
る
と
も
思
う
」
と
出
品
作
家

と
の
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

若
い
世
代
に
は
一
部
作
品
を
複

数
人
で
共
同
購
入
し
て
、
作
品
が

値
上
が
り
す
れ
ば
配
当
金
を
得
ら

れ
た
り
、
転
売
し
た
り
で
き
る
ア

プ
リ
が
人
気
。
マ
ン
シ
ョ
ン
投
資

な
ど
に
比
べ
手
持
ち
資
金
が
少
な

く
て
も
投
資
を
始
め
ら
れ
る
気
軽

さ
が
受
け
て
い
る
よ
う
だ
。
韓
国

美
術
市
価
鑑
定
協
会
に
よ
る
と
、

韓
国
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
社
８
社

の
落
札
総
額
は
２
０
２
１
年
に
３

２
９
４
億
㌆
と
な
り
、

年
の
約

３
倍
を
記
録
し
た
。

業
界
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
が
続
く
中
、
美
術
品
へ
の
投
資

の
担
い
手
が
デ
ジ
タ
ル
に
精
通
し

た

〜

代
に
世
代
交
代
す
る
こ

と
で
市
場
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と

を
歓
迎
。
た
だ
し
「
一
部
作
家
へ

の
過
剰
な
投
機
へ
の
憂
慮
も
あ

る
」
（
同
協
会
）
と
い
う
。

５
月
に
も
釜
山
最
大
級
の
「
ア

ー
ト
釜
山
」
が
催
さ
れ
、
９
月
に

は
世
界
的
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
「
フ
リ

ー
ズ
」が
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
る
。
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国公立病院補助金で黒字 コロナ

病院船推進申し入れ
大規模災害時や感染症の流行

危機事態に、医師や医療設備を

乗せて治療などに当たる「病院

船」の導入を目指す超党派の議

員連盟（会長・額賀福志郎元財

務相）が 日、官邸で松野博一

官房長官と面会。昨年、議員立

法で成立した、病院船の保有を

国に促す「災害時船舶活用医療

整備推進法」の早期施行を申し

入れた。

この法律は、内閣に推進本部

を設置することや、国が病院船

で活動する医師やスタッフ、船

員などを確保し、育成すると規

定。３年内の施行を明記してい

る。

額賀氏らはこの日、推進本部

の設置に加え、病院船の整備推

進計画に当たり、国や地方との

一元的な司令塔機能を持つ組織

の早期立ち上げを提言。災害対

応の専門家やボランティアが役

割分担し、機能的な活動ができ

るよう、技術支援などをする制

度構築も求めた。松野氏は「な

るべく早く検討していきたい」

と応じたという。（河合仁志）
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財務省は 日、新型コロナウ

イルス対策で医療機関や医療

従事者に巨額の補助金を支出

した結果、2020年度に国公立

病院の収益が急改善したと発表

した。地方自治体などが運営

し、853病院と最も数が多い公

立病院の合計の収益は、 年度

が980億円の赤字だったが、

年度は1251億円の黒字になっ

た。

財政制度等審議会（財務相の

諮問機関）の分科会に、国立病

院機構傘下の140病院、地域医

療機能推進機構の 病院を含む

国公立病院の決算の分析結果を

示した。費用対効果の面で補助

金額が適切だったかどうか、問

題提起する狙いがある。

コロナ禍に伴う医療機関や医

療従事者への国の支援額は、こ

れまでに少なくとも８兆円程

度に上ると説明。公立病院の

現預金などの資産は 年度に２

兆1130億円となり、 年度から

2732億円増えた。国立病院機構

と地域医療機能推進機構の傘下

の病院も収益が改善し、資産が

多くなったと指摘した。

国はコロナ患者向けの病床確

保やワクチン接種などの費用を

補助している。財務省は「医療

機関の経営支援とコロナ対応強

化という二つの目的が混在し

た」ため、補助金額が高めに設

定されたとみている。

□「日韓関係改善の契機に」

九州の企業や自治体の在京責

任者らで構成する「二水会」（西

日本新聞社主宰）の４月例会が

日、都内であり、奥薗秀樹静

岡県立大教授が講演、韓国の政

権交代と日韓関係を展望した。

韓国の尹錫悦（ユン・ソンニ

ョル）次期大統領は悪化したま

まの対日関係の改善に意欲を示

している。奥薗氏は、韓国の新

政権にとって国会が少数与党と

いった脆弱（ぜいじゃく）な政

治基盤を解説し、日本との関係

改善は「楽観できない」との見

方を示した。

その上で「韓国大統領の交代

を関係打開の契機に生かすべき

で、そうした意識を日韓双方が

持たなければならない」と強調

した。

ロシアのウクライナ侵攻に伴

う国際情勢の変化にも触れ「日

韓が過去の問題で対立し、日米

韓連携をおろそかにすることが

許される情勢ではない」と指摘。

「日韓双方の指導者が（両国の

懸案解決に）気概のある決断を

するかに懸かる」と語り、大局

観から関係立て直しが必要との

認識を述べた。（神屋由紀子）

□自民中田氏繰り上げ当選決

定へ 中央選挙管理会は 日、

参院石川選挙区補欠選挙に立候

補した宮本周司氏の参院議員自

動失職に伴う欠員補充のため、

参院比例代表の選挙会を 日に

開くことを決めた。2019年参院

選の自民党の比例名簿に基づ

き、横浜市長や衆院議員を歴任

した中田宏氏が繰り上げ当選す

る見通し。

中央選挙管理会は、委員長に

弁護士の宮里猛氏を互選した。

再任で任期は３年。

日

【午前】８時 分、官邸。 分、

磯崎仁彦官房副長官。９時 分、

国会。 時１分、参院本会議。

【午後】０時 分、東京・赤坂

のＡＮＡインターコンチネンタル

ホテル東京。宴会場「オーロラ」

で自民党岸田派所属議員の夫人ら

が集う「四季の会」の会合に出席。

分、官邸。２時２分、常住豊日

本行政書士会連合会会長ら。木原

誠二官房副長官同席。 分、神田

真人財務官。３時 分、松野博一、

木原、磯崎、栗生俊一正副官房長

官、村田隆内閣危機管理監、秋葉

剛男国家安全保障局長、滝沢裕昭

内閣情報官、山田重夫外務審議官、

増田和夫防衛省防衛政策局長。

分、神田財務官、保坂伸資源エネ

ルギー庁長官加わる。 分、トル

クメニスタンのセルダル・ベルド

イムハメドフ大統領と電話会談。

４時 分、鈴木俊一財務相、財務

省の矢野康治事務次官、茶谷栄治

主計局長。５時 分、経済財政諮

問会議。６時 分、報道各社のイ

ンタビュー。 分、東京・赤坂の

ふぐ料理店「いづみ」。宮沢洋一

自民党税制調査会長と会食。８時

分、公邸。
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中
絶

重
罪

州
法
成
立

禁
錮
10
年

罰
金

万
円
米オクラホマ

【
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
共
同
】
米

南
部
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
の
ス
テ
ィ

ッ
ト
知
事（
共
和
党
）は

日
、

人
工
妊
娠
中
絶
を
重
罪
と
位
置

付
け
、
最
高
で
禁
錮

年
と

罰
金

万
㌦
（
約
１
２
５
０
万

円
）
を
科
す
州
法
案
に
署
名
、

同
法
が
成
立
し
た
。
８
月
下
旬

に
も
発
効
が
予
定
さ
れ
る
。
米

メ
デ
ィ
ア
は
事
実
上
、
ほ
ぼ
全

て
の
中
絶
が
禁
止
さ
れ
る
と

し
、
同
法
を
提
案
し
た
州
上
院

議
員
は
「
現
時
点
で
、
全
米
で

最
も
強
力
な
」
禁
止
法
だ
と
強

調
し
た
。

ス
テ
ィ
ッ
ト
氏
は
署
名
に
際

し
「
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
を
全
米
で

最
も
胎
児
の
生
存
権
を
尊
重
す

る
州
に
し
、
中
絶
を
非
合
法
化

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

一
方
、
中
絶
の
権
利
擁
護
団

体
は
訴
訟
で
対
抗
す
る
構
え
を

示
し
て
い
る
。
中
絶
の
権
利
を

支
持
す
る
民
主
党
の
バ
イ
デ
ン

政
権
の
サ
キ
大
統
領
報
道
官
は

声
明
で
「
女
性
の
権
利
へ
の
攻

撃
だ
」
と
批
判
し
た
。
そ
の
上

で
「
女
性
が
自
分
の
将
来
を
自

分
で
選
ぶ
自
由
を
守
る
た
め
に

政
権
は
闘
い
続
け
る
」
と
強
調

し
た
。

米
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
処

罰
対
象
は
中
絶
手
術
を
行
っ

た
人
で
、
手
術
を
受
け
た
女

性
は
罪
に
問
わ
れ
な
い
。
生

命
に
関
わ
る
緊
急
事
態
を
除

き
、
強ご

う

姦か
ん

や
近
親
相そ

う

姦か
ん

の
場

合
も
例
外
は
認
め
な
い
と
し
て

い
る
。

妊
娠
中
絶
は
米
世
論
を
大
き

く
二
分
す
る
テ
ー
マ
。
連
邦

最
高
裁
は
１
９
７
３
年
に
中

絶
の
権
利
を
認
め
る
歴
史
的

な
判
断
を
示
し
た
が
、

南
部

テ
キ
サ
ス
州
で
昨
年
９
月
に
中

絶
を
ほ
ぼ
禁
じ
る
州
法
が
施
行

さ
れ
、

共
和
党
優
位
の
州
で

規
制
強
化
の
動
き
が
相
次
い
で

い
る
。

最
高
裁
は
妊
娠

週
よ
り
後

の
中
絶
を
原
則
禁
じ
た
南
部

ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
法
の
合
憲
性

に
つ
い
て
、
夏
ご
ろ
ま
で
に

判
断
を
示
す
見
通
し
。

現
在

の
最
高
裁
判
事
の
構
成
は
保

守
派
が
多
数
で
、

年
の
判

決
が
覆
る
可
能
性
が
出
て
い

る
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ

派
生
株
複
数

監
視
対
象
に

【
ロ
ン
ド
ン
、
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ

プ
キ
ン
ズ
大
の
集
計
で
、
世
界
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
が

日
、
累
計
５
億
人
を
超
え
た
。
死
者
は
６
１

８
万
人
超
。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、
新

規
感
染
者
、
死
者
と
も
減
少
傾
向
だ
が
、
昨
年
末
か
ら
大

き
な
感
染
の
波
を
起
こ
し
た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
依
然
、
流

行
し
て
い
る
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
ウ
イ
ル
ス
の
性
質

に
重
大
な
変
化
が
な
い
か
監
視

す
る
対
象
に
、
南
ア
フ
リ
カ
な

ど
か
ら
数
十
例
報
告
さ
れ
て
い

る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
派
生
型

「
Ｂ
Ａ
・
４
」と
「
Ｂ
Ａ
・
５
」

を
加
え
た
。

日
発
表
の
状
況

報
告
で
は
、
感
染
力
を
強
め
る

変
異
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る
。
従
来
型
の
「
Ｂ
Ａ
・
１
」

と
派
生
型
「
Ｂ
Ａ
・
２
」
が
交

ざ
っ
た
「
Ｘ
Ｅ
」
も
監
視
対
象

に
含
め
た
。

英
国
で
は
１
月
か
ら
今
月
５

日
ま
で
に
Ｘ
Ｅ
の
感
染
を
１
１

０
０
例
余
り
確
認
。
人
口
の
多

い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
増
え
て
お

り
、
感
染
の
拡
大
ス
ピ
ー
ド
が

速
い
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
日
本
で
は
成
田
空
港
に
到

着
し
た
女
性
の
感
染
が

日
に

初
め
て
判
明
し
た
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

は
感
染
者
が
急
激
に
増
え
て
も

多
く
の
国
で
死
者
数
が
そ
れ
ほ

ど
増
え
な
い
が
、
ワ
ク
チ
ン
未

接
種
の
人
は
重
症
化
の
危
険
性

が
高
い
と
指
摘
。
東
ア
ジ
ア
や

太
平
洋
諸
国
に
お
い
て
規
定
回

数
の
接
種
を
８
割
の
人
が
受
け

た
の
に
対
し
、
ア
フ
リ
カ
で
は

１
割
強
と
大
き
な
格
差
が
あ
る

と
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
だ
欧

米
を
中
心
に
マ
ス
ク
着
用
義

務
な
ど
の
規
制
を
撤
廃
す
る
動

き
が
広
が
っ
た
が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

は
、
一
気
に
撤
廃
す
る
と
、
必

要
に
な
っ
た
際
の
再
規
制
が
難

し
く
な
る
と
の
懸
念
を
示
し

た
。

日
付
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
集
計
で

は
、
直
近
１
週
間
の
感
染
者

は
前
週
比

％
減
の
約
７
２
２

万
人
。
地
域
別
で
は
欧
州
地

域
事
務
局
管
内
（
旧
ソ
連
諸
国

や
ト
ル
コ
を
含
む
）
が
最
多
だ

っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

「
Ｘ
Ｅ
」
が
世
界
的
に
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。日
本
で
も
最
近
、

感
染
者
が
初
め
て
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

Ｑ

Ｘ
Ｅ
っ
て
何
？

Ａ

変
異
株
の
一
種
「
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
」
の
仲
間
で
す
。
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
に
は
昨
年

月
以

降
広
く
流
行
し
た「
Ｂ
Ａ
・
１
」

や
、
こ
れ
と
は
異
な
る
変
異
が

あ
り
、
国
内
で
置
き
換
わ
り
が

進
む
「
Ｂ
Ａ
・
２
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
一
方
で
Ｘ
Ｅ
は
、
Ｂ

Ａ
・
１
と
Ｂ
Ａ
・
２
の
遺
伝
情

報
の
特
徴
が
交
ざ
っ
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ

な
ぜ
遺
伝
情
報
が
交
ざ

る
の
？

Ａ

あ
る
人
が
二
つ
の
ウ
イ

ル
ス
に
同
時
期
に
感
染
し
、
体

内
で
遺
伝
情
報
が
組
み
合
わ
さ

っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
ウ
イ
ル

ス
の
世
界
で
ま
れ
に
起
こ
る
現

象
で
す
。
海
外
で
は
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
と
デ
ル
タ
株
が
交
ざ
っ

た
「
デ
ル
タ
ク
ロ
ン
」
と
い
う

ウ
イ
ル
ス
も
見
つ
か
り
ま
し

た
。Ｑ

Ｘ
Ｅ
は
怖
い
の
？

Ａ

重
症
化
に
関
す
る
変
化

は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
英

国
で
は
、
感
染
者
が
増
え
る
ス

ピ
ー
ド
が
Ｂ
Ａ
・
２
よ
り

・

６
％
速
い
と
報
告
さ
れ
ま
し

た
。約
千
人
が
Ｘ
Ｅ
に
感
染
し
、

感
染
者
全
体
に
占
め
る
割
合
は

１
％
未
満
で
す
。
ほ
か
に
米
国

や
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
複
数
の
国

で
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
検
出

例
は
わ
ず
か
で
す
。

Ｑ

日
本
で
広
が
り
は
？

Ａ

市
中
感
染
は
報
告
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
国
が
４
月

日

に
公
表
し
た
初
の
感
染
事
例

は
、
米
国
に
滞
在
歴
の
あ
る

人
で
し
た
。
入
国
時
の
検
査

で
陽
性
に
な
り
、
遺
伝
子
配
列

の
解
析
で
Ｘ
Ｅ
と
判
明
し
ま
し

た
。
こ
の
先
、
国
内
で
広
が
る

か
ど
う
か
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ

ん
。Ｑ

対
策
は
ど
う
す
る
？

Ａ

東
京
農
工
大
の
水
谷
哲

也
教
授（
ウ
イ
ル
ス
学
）は
「
感

染
が
続
い
て
お
り
注
意
が
必

要
だ
」
と
し
つ
つ
、
従
来
の

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
性
質
の
大
き

な
違
い
は
な
い
と
考
え
ら
れ

「
対
策
は
同
じ
」
と
話
し
て
い

ま
す
。
マ
ス
ク
や
換
気
な
ど
基

本
的
な
対
策
の
継
続
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

韓
国
次
期
政
権
の

閣
僚
候
補
そ
ろ
う

【
ソ
ウ
ル
共
同
】
韓
国
の
尹ユ

ン

錫ソ
ン

悦
ニ
ョ
ル

次
期
大
統
領
は

日
、

新
政
権
の
閣
僚
候
補
８
人
を
発

表
し
た
。
外
相
候
補
に
は
日
本

へ
の
留
学
経
験
も
あ
る
朴パ

ク

振チ
ン

・

元
国
会
外
交
通
商
統
一
委
員
長

を
充
て
、
統
一
相
候
補
に
は

権
ク
ォ
ン

寧ヨ
ン

世セ

・
元
駐
中
国
大
使
を

起
用
し
た
。

日
に
国
防
相
候

補
な
ど
を
発
表
済
み
で
主
要
な

閣
僚
候
補
が
出
そ
ろ
っ
た
。
外

交
や
南
北
関
係
で
ベ
テ
ラ
ン
の

政
治
家
を
起
用
し
、
緊
張
す
る

北
朝
鮮
情
勢
の
対
応
に
臨
む
。

朴
氏
は
東
京
大
や
米
ハ
ー
バ

ー
ド
大
な
ど
に
留
学
し
、
米
国

通
と
し
て
知
ら
れ
る
。
尹
氏
が

対
米
政
策
を
協
議
す
る
た
め
今

月
派
遣
し
た
訪
米
団
の
団
長
を

務
め
た
。

権
氏
は
尹
氏
の
最
側
近
の
一

人
で
、
大
統
領
選
で
は
選
挙
対

策
本
部
長
を
務
め
、
当
選
後
は

政
権
引
き
継
ぎ
委
員
会
の
副
委

員
長
を
担
っ
て
い
る
。

法
相
候
補
に
は
、
検
事
総
長

だ
っ
た
尹
氏
に
側
近
と
し
て
仕

え
て
い
た
韓ハ

ン

東ド
ン

勲フ
ン

・
司
法
研
修

院
副
院
長
を
抜
て
き
。
韓
氏
は

保
守
系
テ
レ
ビ
局
記
者
と
の
癒

着
疑
惑
で
市
民
団
体
か
ら
告
発

さ
れ
て
い
た
が
、
検
察
は
今
月

６
日
、
証
拠
不
十
分
と
し
て
不

起
訴
処
分
に
し
た
。

閣
僚
候
補
は
国
会
の
人
事
聴

聞
会
を
経
て
就
任
す
る
見
通

し
。
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バンコク・稲田 二郎

物価で感じる国力の低下

「
何
で
も
安
い
か
ら
助
か
る
よ
」。

バ
ン
コ
ク
勤
務
の
経
験
が
あ
る
先
輩

に
そ
う
言
わ
れ
て
３
月
に
着
任
し
た

が
、
実
際
に
生
活
し
て
み
る
と
、
物

価
は
日
本
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な

い
。
こ
れ
は
私
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
駐
在
員
の
実
感
で
あ
る
。

ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
多
く
の
食
材
や

日
用
品
、
電
化
製
品
、
ビ
ー
ル
、
た

ば
こ
は
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
。
街
中
の

飲
食
店
は
比
較
的
安
い
が
、
デ
パ
ー

ト
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
名
の
知
れ
た
店

な
ら
、日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
価
格
帯
か
、

そ
れ
以
上
。
ワ
イ
ン
な
ど
は
日
本
よ

り
高
い
。
同
業
他
社
の
記
者
は
「
安

い
の
は
交
通
費
と
衣
類
、
ホ
テ
ル
や

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
代
金
ぐ
ら
い
じ
ゃ
な

い
で
す
か
」
と
話
す
。

「
バ
ミ
ー
と
い
う
麺
料
理
は

年

前
は
だ
い
た
い

バーツ（
約
１
１
０
円
）

で
し
た
が
、
今
は

バーツ
に
な
り
、
量

も
半
分
に
な
っ
た
」
と
い
う
の
は
グ

ル
メ
の

代
の
タ
イ
人
女
性
。
発
展

著
し
い
バ
ン
コ
ク
で
は
物
価
が
急
上

昇
し
て
お
り
、
冒
頭
の
先
輩
の
言
葉

は
当
時
の
実
感
な
の
で
あ
る
。
給
料

は
そ
れ
ほ
ど
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
賃

金
が
高
い
会
社
へ
頻
繁
に
職
を
代
え

る
タ
イ
の
文
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。最

近
は
円
安
が
進
み
、
日
本
人
の

購
買
力
は
さ
ら
に
下
が
っ
て
い
る
。

「
日
本
の
国
力
低
下
」
を
象
徴
し
て

い
る
よ
う
で
、こ
の
先
が
怖
く
な
る
。

香
港
行
政
長
官
選

前

政
務
官
立
候
補

事
実
上
の
当
選
確
定

【
香
港
共
同
】
５
月
８
日
の

香
港
行
政
長
官
選
挙
を
巡
り
、

出
馬
表
明
し
て
い
た
李
家
超
前

政
務
官

が

日
、
選
挙
管

理
当
局
に
立
候
補
を
届
け
出

た
。
投
票
権
を
持
つ
選
挙
委
員

の
過
半
数
と
な
る
７
８
６
人
か

ら
推
薦
を
得
て
お
り
、
選
挙
本

番
で
も
過
半
数
獲
得
は
確
実
。

当
選
が
事
実
上
確
定
し
た
。

警
察
出
身
の
李
氏
は
民
主
派

に
対
す
る
強
硬
姿
勢
で
知
ら

れ
、
中
国
の
習
近
平
指
導
部
が

支
持
す
る
「
唯
一
の
候
補
者
」

と
さ
れ
る
。
多
く
の
選
挙
委
員

は
習
指
導
部
へ
の
忠
誠
を
示
す

た
め
李
氏
推
薦
を
相
次
ぎ
表
明

し
て
い
る
。

立
候
補
受
け
付
け
は

日
に

終
了
す
る
が
、
対
抗
馬
と
み
ら

れ
て
き
た
有
力
政
治
家
ら
は
出

馬
断
念
を
表
明
す
る
な
ど
し
て

お
り
、
立
候
補
は
李
氏
１
人
だ

け
と
な
る
公
算
が
大
き
い
。

ア
フ
ラ
ッ
ク
Ｃ
Ｍ
ア
ヒ
ル
役

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

ギ
ル
バ
ー
ト
・
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー

∂
∂
∂
∂
∂

ド
さ
ん
（
米
コ
メ
デ
ィ
ー
俳
優
）

米
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と

日
、
筋

ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
伴
う
心
室
頻

拍
の
た
め
死
去
、

歳
。
親
族
に

よ
る
と
、
長
年
に
わ
た
り
闘
病
し

て
い
た
。
亡
く
な
っ
た
場
所
は
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
生
ま
れ
。
人
気
コ
メ
デ

ィ
ー
「
サ
タ
デ
ー
・
ナ
イ
ト
・
ラ

イ
ブ
」
へ
の
出
演
な
ど
で
名
を
広

め
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
「
ア
ラ
ジ

ン
」
（

年
）
で
は
オ
ウ
ム
の
イ

ア
ー
ゴ
の
声
を
演
じ
た
。

米
保
険
大
手
ア
フ
ラ
ッ
ク
・
イ

ン
コ
ー
ポ
レ
ー
テ
ッ
ド
の
Ｃ
Ｍ
に

登
場
す
る
ア
ヒ
ル
役
と
し
て
も
知

ら
れ
た
が
、

年
に
東
日
本
大
震

災
を
巡
る
ジ
ョ
ー
ク
を
ツ
イ
ッ
タ

ー
に
投
稿
、契
約
を
解
除
さ
れ
た
。

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
共
同
）

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

ア
ヒ
ル
と
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ド
さ

ん

２
０
１
０
年
６
月

日
、

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
ロ
イ
タ
ー

共
同
）

ＢＴＳメンバーが購入したことで人気が

出た鹿の彫刻作品。若者たちが足を止め

ていた ＝７日、韓国・釜山市

感
染
者
増
加

12
％
速
い
報
告
も

高
騰
す
る
不
動
産
よ
り
手
軽
に

地
下
鉄
発
砲
の
男

遺
留
品
に
お
の
も

Ｎ
Ｙ

強
固
な
殺
意
か

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】
米

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
地
下
鉄
で

人
が
撃
た
れ
た
発
砲
事
件

で
、
市
警
は

日
、
現
場
と

な
っ
た
地
下
鉄
車
内
や
駅
ホ

ー
ム
で
予
備
の
弾
倉
や
お
の
、

ガ
ソ
リ
ン
の
よ
う
な
液
体
な

ど
を
遺
留
品
と
し
て
押
収
し

た
。
動
機
は
不
明
だ
が
、
強

固
な
殺
意
に
基
づ
く
計
画
的

犯
行
と
み
て
お
り
、
重
要
参

考
人
と
し
て
公
表
し
た
黒
人
の

男

の
行
方
を
追
っ
て
い

る
。動

画
投
稿
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
」
に
は
こ
の
男
の
も
の

と
み
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
あ

っ
た
。２
月
投
稿
の
動
画
で
は
、

黒
人
の
ア
ダ
ム
ズ
市
長
が
明
ら

か
に
し
た
地
下
鉄
の
治
安
改
善

計
画
は「
失
敗
す
る
運
命
」
で
、

自
ら
は
市
長
に
よ
る
精
神
疾
患

対
応
計
画
の
「
犠
牲
者
」
だ
と

主
張
し
て
い
た
。
市
や
社
会
全

体
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
も
よ

う
だ
。

現
場
の
遺
留
品
に
は
武
器
と

な
る
物
が
多
数
あ
り
、

米
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

使
わ
れ

た
と
み
ら
れ
る
拳
銃
は
発
見

時
、
弾
詰
ま
り
に
な
っ
て
い

た
。
犯
人
は
計

回
発
砲
し
た

が
、
そ
こ
で
弾
が
詰
ま
り
発
砲

を
や
め
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

市
警
は
、
犯
人
拘
束
に
つ
な

が
る
情
報
提
供
者
に
最
大
５
万

㌦
（
約
６
３
０
万
円
）
の
懸
賞

金
を
支
払
う
と
し
、
捜
索
に
全

力
を
挙
げ
て
い
る
。

日

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
で
倒
れ
た
負
傷
者
ら

Ａ
ｒ
ｍ
ｅ
ｎ

Ａ
ｒ
ｍ
ｅ
ｎ
ｉ
ａ
ｎ
提
供
・
ロ
イ
タ
ー

共
同

罰
金
の
英
首
相
が

謝
罪
し
辞
任
否
定

官
邸
パ
ー
テ
ィ
ー

ロ
ン
ド
ン
共
同

ジ
ョ
ン
ソ

ン
英
首
相
は

日
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
規
制
下
に
首

相
官
邸
で
開
か
れ
た
規
則
違
反

の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
た
と

し
て
罰
金
を
科
さ
れ
た
こ
と
を

受
け

全
面
的
に
謝
り
た
い

と

改
め
て
謝
罪
し
た
。
そ
の
上
で

任
務
を
遂
行
し
た
い

と
述
べ

野
党
な
ど
の
辞
任
要
求
に
は
応

じ
な
い
考
え
を
示
し
た
。
首
相

官
邸
が
声
明
を
発
表
し
た
。

ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
は
、

日
に

罰
金
通
知
を
受
け
「
す
ぐ
に
支

払
い
を
済
ま
せ
た
」
と
説
明
。

「
た
ま
た
ま
私
の
誕
生
日
に

分
足
ら
ず
の
集
ま
り
が
官
邸
で

あ
り
、
職
員
ら
が
祝
い
の
言
葉

を
伝
え
て
く
れ
た
」と
述
べ「
当

時
は
違
反
に
な
る
と
は
思
っ
て

い
な
か
っ
た
」
と
釈
明
し
た
。
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